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平成31年2月15日 高知県

日本一 の健康長寿県構想　
県民の誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けられるために



   高知県が目指す姿は、
     「県民の誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けることのできる高知県」です。
  目指す姿の実現に向けて、
   本県では、平成22年2月に、保健・医療・福祉の各分野の課題の解決に真正面から取り組むため、「日本一の健康長寿県構想」を
      策定しました。
   平成24年2月には、第2期構想を策定し、もう一段の高みを目指して取り組んだ結果、壮年期死亡率の改善や医師不足に改善の兆
  しがみられる、また高知型福祉の拠点となるあったかふれあいセンターの整備が進むなど、各分野で一定の成果が出てきています。
   また、平成28年２月には、第2期構想までに得られた成果と課題を分析し、次に掲げる視点を盛り込んだ｢第3期構想｣を策定しま
  した。

　　平成31年度は第３期構想の最終年度であり、
　　　その目標達成と次のステージに向けて、もう一段、施策の充実・強化を図った第3期「バージョン４」へ改定しました。
　　引き続き、
   「高知家」の家族が、住み慣れた地域地域でいつまでも安心して暮らし続けることができるよう、
  本構想に掲げる取り組みを着実に進めていきます。

■■第３期「日本一の健康長寿県構想」の視点■■

第３期「日本一の健康長寿県構想」バージョン４

◆本県が抱える根本的な課題を解決するために、第３期構想では新たに５つの柱を設定して、より本格的な対策を推進します。
　｢５つの柱｣とは
　　① 全国に比べて高い壮年期世代の死亡率を改善します！
　　② 必要な医療・介護サービスを受けられ、地域地域で安心して住み続けることのできる県づくりを進めます！
　　③ 厳しい環境にある子どもたちの進学や就職などの希望を叶え、次代を担う子どもたちを守り育てる環境づくりを
　　　進めます！
　　④ 少子化対策推進県民会議を中心とする官民協働の県民運動へと少子化対策を抜本強化します！
　　⑤ 医療や介護などのサービス提供を担う人材の安定確保と産業化を推進します！
◆4年後（平成31年度末）、10年後（平成37年度末）の目指す姿を明らかにし、県民と成功イメージを共有します。
◆県民ニーズへの対応やＰＤＣＡサイクルによる検証を通じて、個々の取り組みを毎年度バージョンアップします。




